
認知症のある人の社会参加推進事業

事業内容
１ 認知症のある人の社会参加の機会の創出（区市町村への補助）
① 地域の関係機関や民間企業など多様な主体が参加する話し合いの場を
設置し、認知症のある人の社会参加の機会を創出する取組の実施【必須】

② 認知症のある人の社会参加推進に係るイベント開催等の普及啓発の実施【加算】
➂ 認知症のある人の社会参加推進に係る先駆的な事例や情報の提供を実施【加算】
【実施期間】 令和６年度から令和７年度
【補助基準額】 ①を実施した場合 ５百万円

①②又は①➂を実施した場合 ６百万円
①②➂を実施した場合 ７百万円

【補助率】 10/10
→令和６年度実績（予定）︓５区市
２ 検討会の設置（都が直接実施）
〇令和６年度は検討会を３回実施し、参加自治体の取組や、都内全区市町村に 広げていくための課題・事業素案を検討

・第１回検討会 令和6年５月22日開催済（オンライン）
参加者:区市町村職員12名、民間企業等５名、有識者５名、認知症当事者１名、都職員２名（福祉局・産業労働局）
議事:参加自治体の今年度の取組、他県自治体の有償ボランティアの事例、参加自治体における課題等について意見交換

・第２回検討会 令和６年７月19日開催済（オンライン）
参加者:区市町村職員16名、民間企業等３名、有識者３名、認知症当事者１名、都職員２名（福祉局・産業労働局）
議事:参加自治体の今年度の取組、参加企業からのご意見、参加自治体における取組状況等について意見交換

・第３回検討会 令和６年12月26日開催済（オンライン）
参加者:区市町村職員26名、民間企業等５名、有識者４名、認知症当事者１名、都職員２名（福祉局・産業労働局）
議事:参加自治体の今年度の取組、参加企業からのご意見、参加自治体における取組状況等について意見交換

〇参加自治体の取組（認知症当事者の社会参加イベント等）について、とうきょう認知症ナビへ掲載

事業イメージ

※出典「平成29年度厚生労働省老人保健健康増進等事
業 若年性認知症を含む認知症の人の能力を効果的
に活かす方法等に関する調査研究事業」

・町田市（NPO等と協働でワークショップ開催）
認知症のある人が従事する仕事内容のアイデア出しの様子

（令和7年度までを先行実施期間とし、 令和8年度以降本格実施）
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【町田市】認知症とともに生きるまちづくりワークショップ
（町田市ホームページより）

（ワークショップちらし）
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振り返り 対応

【八王子店】 認知症サポーター養成講座から当事者との対話へ発展

認知症サポーター養成からの取組事例 〜当事者との対話（東京都八王子市）

講座終了後に参加者アンケートを実施。
相談センターの皆さんと受講後の効果検証を図
るため座談会を開催。
講座に参加した従業員が、その後の業務や接客
応対にどのような変化があったのか確認。

認知症当事者の方と対話させていただき、
普段気づかない事を沢山教えて頂きました

認知症サポーター養成講座をよりよくする座談会を開催

そんなに心配しないでOK。
大丈夫と言っている方には、過
剰に対応しなくてもよいと思う。
自分はできるとプライドもある。
見守ることも重要。




